
床①：
土間コンクリート t=100mm
押し出し法ポリスチレンフォーム t=25mm
表面強化剤塗布

床②：
石調タイル張り
合板 t=15mm 捨て張り
断熱材 t=50mm

　大崎上島は瀬戸内海の恵まれた風土に適応するよう風待ちや農業などの多様な文
化が形成されてきたが、現在は人口減少により空き家の増加、コミュニティのスポ
ンジ化が進みかつての島の文化が継承され得ないことが危惧される。しかし、時が
流れ島民構成が変化すれど島に受け継がれてきた文化は，建築物や土地に残る島資
源の形で根付いている。私たちは現在利用されていない島資源を活用し、島民が自
発的に交流できる場を設け、島民の新たな接点と生み出す「島おこし」を行う。

　アイランドファンディング（IF）で集めた島資源をワークショップ（WS） を通して設計・施工し，持続的な運営体系を構築していく．建物竣工後だけではなく、起案・施工段階
から共に試行、検証することで待合所と関わりを生み、「島おこし」実現に向けて現場の意見のフィードバックによる調整を行える体制を整える。また、竣工時点で全て完成させる
のではなく、運用開始後に現場や運営の様子を都度確認し、改善することのできる継続的で柔軟なプロセスの設計をする。時間と共に場所を育て、島民自らが島の資源を共有でき
る待合所を提案する。

　アイランドファンディングにより島資源が集まり、それら島資源を利用して島の拠り所として待合所が
立ち上がる。待合所施工時にはワークショップ（WS）を実施し瓦の選択、漆喰の作成、土間の施工などを
島民とともに行うことで、島民と島が繋がる場として待合所がふるまう。また、島外の人々もアイランドファ
ンディングを行うことができ、観光のみでは得られないような島との関わりを作ることができる。
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島の魅力を伝える玄関口
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・通勤・通学・通院で利用する人
・WSに参加するこども
・瓦などの資材を IF したい人
・コミュニティをつくりたい人　など

島外の人

・観光客
・帰省する人
・アーティスト　など
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